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あったこと。男性 31例、女性 16例であり、年齢分布は 34〜91歳（平均 60.7歳）であった。椎間固


























析可能であったことの 4つである。この条件を満たした症例は、男性 31例、女性 16例の計 47例で
あり、年齢分布は 34〜91歳（平均 60.7歳）であった。椎間固定は 1椎間 31例、2椎間 16例に施行
した。神経機能（NCSS;日本脊髄外科学会頸椎疾患神経症状判定基準）および頸椎単純写による画像
情報を経時的に判定した。ケージ沈み込み現象は 11 症例 12椎間(11 椎間で下位前縁、1例で下位後






 ボックス型チタンケージを用いた ACDF では、ケージ沈み込み現象は頸椎整列の改善の抑制と椎体
癒合の遅延を来す。その回避には、過剰な椎間開大を避け、挿入位置に注意する必要がある。ACDF
では徹底した椎間除圧を行うことのみならず、ケージ沈み込み現象を最小限に止める必要がある。こ
れらの点に注意すれば、ボックス型チタンケージを用いた ACDF は現時点における妥当な手術方法と
思われる。 
 以上の研究結果は、頸椎前方固定術におけるチタンケージの有用性および沈み込みを予防する手術
手技を明らかにした臨床研究である。よって本研究は、博士（医学）の学位を授与されるに値するも
のと判定された。 
